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1.背景 

光ファイバを用いた高速データ通信の需要

が高まり高速化, 大容量化が求められている.  

LPFGは特定波長の光をクラッドモードに結合

させ伝搬損失を生じさせる機能を有しており,  

無反射の帯域阻止フィルタとして利用可能な

光ファイバ型デバイスである.  

我々は, 新たな光デバイスとして LPFGを用

いた逆結合型長周期ファイバグレーティング

の製作を試みた[1]. 逆結合型長周期ファイバ

グレーティングはクラッドモードで光入射し,  

LPFG部で特定波長の光をコアモードに変換伝

送する. 逆結合を行うと, コアにも光が入射す

るためコアモード成分がバイアスとなって,  

クラッドモードからコアモードで変換される

成分に相加されるという問題があった. そこ

でコア部を遮蔽し, クラッドのみに光を入れ

て逆結合がするか実験的に検証した.  

2.実験 

白色光源(ハロゲンランプ)の光をリレーレ

ンズでSMFの入射部に集束させる. コア部直

前にワイヤを配置し, コア部に光が入らなく

なるポイントを探し出してクラッドのみに光

が入るよう調整を行う. SMF端面とワイヤの

間隔は 0.01mmほどまで近づける. コア部の

遮蔽に使用したワイヤはそれぞれ, ナイロン

ワイヤ 0.03mm, 金ワイヤ 0.05mm,ステンレス

ワイヤ 0.1mmである. 

3.結果 

コア部を遮蔽し, クラッドのみに光を入れる

ことで逆結合することを確認できた. 今後の

課題はコア径と同じ0.01mm径のワイヤを使っ

て実験することである. 

 

    Fig.1 .測定装置 

 

    Fig.2 透過スペクトル 
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